
Ⅰ．背　景
　わが国が超高齢社会をむかえ，高齢者が安心して地域
で暮らせる住まいの需要が高まっている．そこで，2011
年に「高齢者の居住の安定確保に関する法律（高齢者住
まい法）」（国土交通省）を改正し，サービス付き高齢者
向け住宅（以下サ高住とする）が創設された．それまで
あった有料老人ホーム・軽費老人ホームにサ高住を加え
て「高齢者向け住宅」として，民間資本のサービスの拡
充がはかられた．その結果，高齢者向け住宅の利用者は
2011年の 541,472床から 2017年の 859,594床（厚生労
働省，2020）へと増加した．
　サ高住とは，高齢者にふさわしいハードとしてのバリ
アフリー構造や一定の面積，設備と，安心できる見守り
サービスとしてケアの専門家による安否確認サービス
と，生活相談サービスを設置基準として定められた「住
まい」である．また，厚生労働省が定める「特定施設」
として，①食事の提供，②介護の提供，③家事の供与，
④の健康管理の供与という有料老人ホームと同じサービ
スを受けることができる．このため，自立度の高い高齢
者から介護が必要な高齢者まで幅広く対応できるサ高住
は，民間資本の特色を活かした地域包括ケアシステムを

推進する新たな「住まい」として注目されている．しか
し，今までの研究・調査では，「高齢者向け住宅」を対
象としているものが多く，サ高住のみを対象とした研究
はまだ少ない．そこで，本研究では，サ高住を選択した
高齢者が求める支援ニーズとそれを構成する要素につい
て明らかにし，サ高住で高齢者が住み続けるための示唆
を得たい．
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要旨　日本のサービス付き高齢者向け住宅（以下サ高住とする）は，2011年に新たに創設された「住まい」
のサービスである．自立から介護が必要な高齢者まで，幅広い対象者が，自分に合った住まいとしてサ
高住を選択できる．そこで，本研究は，サ高住に入居する高齢者の支援ニーズについて明らかにするこ
とを目的とし，スコーピングレビューにて文献検討を行った．対象とする文献は高齢者の支援ニーズに
ついて記述のある原著論文とした．スクリーニングを行い，25件を採択した．その結果から，サ高住
に入居する高齢者には【最期までサ高住で過ごしたい】【新たな生活の場でも自分らしくいたい】【今ま
での生活を取り戻したい】【食事や栄養に関する心配事・困りごとを解決したい】【自分の意思で選択し
ながら自由に暮らしたい】【親子で安心した生活を送りたい】という支援ニーズがあった．この支援ニー
ズの構成要素として，まず「高齢者が持つ要素」があった．これを支援するために「関連する専門職」
や「家族」という要素が関わっていた．住まいを替えた高齢者にとって，新たな役割の獲得，活動性の
維持・向上が，自分らしい生活の継続につながっていた．
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Ⅱ．目　的
　サ高住に入居する高齢者の支援ニーズとその構成要素
について明らかにする．

Ⅲ．方　法
　本研究は，既存の知見を網羅的にマッピングおよび整
理することで，まだ研究されていない範囲を特定する
ことを目的とするスコーピングレビュー（Arksey＆ O’
Mally，2005；友利，沢田，大野，高橋，沖田，2020）
の手法を用いて行った．
１．対象論文の採用プロセス
　選定は文献レビューの経験のある研究者 1名を含め
た 2名で行った．論文検索の対象期間はサ高住が創設さ
れた 2011年以降とした．本研究では入居している高齢
者の支援ニーズを明らかにすることを目的としているた
め，主となる研究者の職種は問わずに原著論文に限定し
て，医学中央雑誌Webと CiNii Researchで検索した．特
定された 57件とハンドサーチで該当した 1件を加えた
58件のうち，重複している 1件の論文を除外した．次
にタイトルと要旨から，サ高住の建築基準に関すること
や対象にサ高住以外が含まれている 30件を除外した．
次に論文の内容から「高齢者自身が抱えるニーズ」と「支
援者が考える高齢者への支援ニーズ」の両者の視点で，
高齢者の支援ニーズに関わる記載
があるか的確性を確認し，2件を
除外した．その結果，25件を採
用とした（図1）．
２．分析方法
　分析は，質的研究の経験のある
研究者 2名で行った．それぞれの
論文の研究結果からサ高住に入居
する高齢者の支援ニーズとして，
①サ高住での生活や支援に対する
高齢者自身の思いが抽出されてい
る記述，②サ高住で何らかの支援
に当たる人が高齢者の思いを汲み
取って行っていた支援に関連する
記述をコード化し，サ高住に入居
する高齢者の支援ニーズのカテゴ
リーを生成した．その後，それぞ
れのカテゴリーに対応するコード
から構成要素を抽出した．本文中
ではカテゴリー名は【　】，コー
ドは〈　〉で表記する．

３．用語の定義
　支援ニーズの構成要素：本研究では高齢者がサ高住で
生活する中で生じるニーズを支援ニーズと定める．そし
て，構成とは「いくつかの要素を一つのまとまりのある
ものに組み立てること（広辞苑）」，要素とは「ある物事
を成り立たせている基本的な内容や条件（広辞苑）」で
ある．このため，支援ニーズに関連する構成要素とは，
高齢者の思い，実際の支援，それを実行するための職種
や環境を含めたものとする．
　高齢者の持つ要素：高齢者自身がサ高住で生活するた
めに関連する思いや身体および環境につながる条件
４．倫理的配慮
　論文の取り扱いは，著作権を侵害しないように配慮し，
コード化については原論文の内容や意図を損なわないよ
うにした．

Ⅲ．結　果
　分析の結果，サ高住に入居する高齢者（以下入居者と
する）の，【最期までサ高住で過ごしたい】【新たな生活
の場でも自分らしくいたい】【今までの生活を取り戻し
たい】【食事や栄養に関する心配事・困りごとを解決し
たい】【自分の意思で選択しながら自由に暮らしたい】【親
子で安心した生活を送りたい】という 6つのカテゴリー
が抽出された（表1）．以下，それぞれのカテゴリーと
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図１ 文献の採用までのフローチャート

図１　文献の採用までのフローチャート
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カテゴリー コード
筆頭著者
名（年）

・訪問看護師は，訪問看護開始後の間もないタイミング，入退院のタイミング，状態が悪化したタイミング，医療・ケア・療養場
所の変更のタイミング，末期がん診療後の方針を決めるタイミング，必要性を捉えたタイミング，最期が近づいたタイミングで話
し合いを捉えていた．
・訪問看護師はサ高住という家族が身近にいない環境で療養者の意思を的確に汲み取り，話し合いにおける療養者の推定意思の合
意に寄与していた．

山路
（2021）

・介護職員は，“自宅での看取り”を管理者と共に追及していた．
・介護職員は，入居から最期まで自宅として自由に生活してもらうことが入居者や家族の看取りの満足につながっていると捉えて
いた．
・介護職員は，入居者に対し，希望を定期的に聞くことで死を意識させないように，普段の生活における入居者の言動から希望を
把握していた．
・介護職員は，入居者に最期まで“一人じゃない”と思える人とのつながりを維持・創出していた．

杉本
（2021）

・サ高住では，入居者にもしもの時に意思決定を任せたい人の確認，病気が悪くなった時救急車を呼ぶかの確認を行なっていた．
・看取りを受け入れているサ高住は今の症状を伝えること，延命治療や口から食べられなくなった時の医療の確認をしていた．

戸谷
（2020）

・サ高住に勤務する介護責任者及びケアマネジャーは，入居者の思いや看取りに向けた考えの把握をしていた． 佐々木
（2019）

・外来看護師は，何かあれば訪問診療，訪看と連携し，急変時に救急車を呼ばないことを職員へ周知するよう働きかけていた．
・介護職員やケアマネジャーはサービス提供時間以外にもコミュニケーションを多く取るようにしていた．
・介護職員やケアマネジャーは，知り得た情報を外来看護師にも伝えていた．

橋野
（2018）

・看取りには地域の医療機関の医師からのサービス提供が施設での看取りに大きな影響を与え得ている
・開設経過年数が長く居住者数が多い施設ほど看取りのノウハウを持っている．

Sugimoto
（2017）

・介護職員は，看取りの希望に応えたいと思いながらも，不足している知識・技術や心理的負担から看取りに消極的になってい
た．

佐々木
（2016）

・入居者は，サ高住に対して最後の看取りの場所や動けなくなった時の介護の場所と考えていた．
・入居者は，家のような自由で安全・安心な環境を期待してサ高住へ入居していた．
・入居者は，家族との現実に向き合い，扶養意識の社会的変化を受け入れてサ高住で生きる覚悟を決めていた．
・入居者は，家を売却することや従来の人間関係を断ち切ることでこれまでの生活に決別していた．

原谷
（2016）

・入居者は，住み慣れた自宅で生活したい，自宅の整理をして子どもたちに迷惑をかけたくないいう思いがあった．
・生活の場であるサ高住での訪リハを行ったことにより入居者の動作の自立につながった．
・サ高住職員が作業療法士と注意点を共有したことで生活場面で実施でき，外泊時の入浴，家事の獲得につながった
・家族に外泊の協力を得ることができ，一人での定期的な外泊が可能になった．

今井
（2020）

・サ高住では，入居に際して履物を新しく購入せず，慣れた自宅で使用していた物を持参する人が多い． 東海林
（2020）

・入居者は，施設内を歩けるようになりたい，他の入居者とお話がしたいと希望していた．
・入居者は，趣味活動の再開やレクや手芸教室で指導者として教える役割を獲得したことで，サ高住での生活スタイルが変化し，
意欲的になり他者との交流機会が増えた．

五十嵐
（2019）

・入居者は，みんなに支えられて生きていると感じ，自分の命が残り少ないと感じるなか，いまを一生懸命に生きていこうとして
いた．
・入居者は，自立して生きていきたいと感じていたおり，サ高住で一人で暮らす上での身の安全と健康への安心の確保を考えてい
た．
・入居者は，これまでの人生経験が今の自分の支えになっていると感じ，他者のために今の自分にできることがしたいと思ってい
た．

伊藤
（2018）

・入居者は，医療との連携を感じることで看護師に親密さを感じ安心を得ていた 菊地
（2016）

・入院した入居者は，サ高住の生活を想定した歩行訓練，退院に向けての不安の解消と，サ高住のケアマネ，スタッフとの情報共
有と支援の助言を行うことで退院後スムーズにサ高住での生活へ移行できた．

中村
（2022）

・退所後のサ高住への入居には，家族の介護協力が関係している．
・自宅と比較してサ高住に退所した利用者の方が移動能力が高い．

洞口
（2021）

・必ずしも施設に入所したことによる環境の変化がQOLを低下させる要因ではない．
・下肢の機能低下はADLを制限し，QOLを低下させることが示唆された．
・自立度が高い入居者ほどQOLも高い．

加藤
（2018）

・入居者は，妻と同じ施設で過ごしたいと思い，寝たきりにはなりたくないと思っていた．
・薬剤師は，飲み薬を増やさずに食欲を改善できる調布薬を医師に提案し，入居者の希望を叶えようとしていた．
・管理栄養士は，入居者の毎日の食事で栄養改善を図るとともに，入居者が興味を持つように故郷の名物料理も取り入れて，家族
を巻き込み，食事を楽しむ時間を作っていた．

阿部
（2019）

・食事を提供している施設がほとんどである．
・食事提供を行う場所は食堂が最も多く，ついで居住部分である．

細山田
（2018）

・サ高住の介護度の低い入居者でも，咬合支持が回復すれば，通常の食事を摂取することができた．嚥下ではなく咀嚼が障害され
ている場合は，刻んだ食べ物が必要だった．

Tanaka
（2015）

・入居者は，過去の家族との思い出や習い事にまつわる記憶に基づいた香りや好きな飲食物の香りを好んだ．
・入居者は嗅覚の衰えを感じつつも，日常生活において香りを楽しんでおり，その香りによってリラックス効果と食欲が引き出さ
れていた．

藤原
（2021）

・サ高住に住み替えた理由については，安心を得るという基本的な欲求だけでなく，「自然の中で暮らしたい」「趣味や生きがい
を大事にしたい」などの自己実現欲求があることがわかった．
・以前の住宅に比べて，現在住んでいるサ高住向け住宅の方が，付き合う相手がいる，相互扶助的な行為があるという回答の比率
が高くなっていた．

馬場
（2020）

・入居している人の多くが住み慣れた地域に住み続けたい，また医療・介護の安心を求めていた．
・近隣に住む家族の呼び寄せや他の福祉施設に入居するにはまだ早いという人が入居していた．
・近隣には商業施設が多いことから自由な生活スタイルを望む方が多かった．

佐藤
（2016）

・入居者が，住み替えた理由については，「住宅に共感した」「安心である」「身体能力が低下したから」だった．
・入居者は，住宅内でのコミュニケーションは保たれていたが，地域住民とのコミュニケーションがとれていなかった．
・入居者が不安に思うこととして，住宅設備や生活のサポート，緊急時の対応があった．

馬場
（2016）

親子で安心
した生活を
送りたい

・住み慣れた地域で暮らしを継続するために親子でサ高住への入居することが高齢なため介護に不安を抱える母親への支援となっ
た．
・一緒に入居する母親の不安への支援が必要だった．

富田
（2022）

自分の意思
で選択しな
がら自由に
暮らしたい
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その構成要素について説明する．
１．【最期までサ高住で過ごしたい】
　〈入居者は，サ高住に対して最後の看取りの場所や動
けなくなった時の介護の場所と考えていた〉というよう
に，サ高住を終の住処として捉えていた．このために，
〈入居者は，家を売却することや従来の人間関係を断ち
切ることでこれまでの生活に決別していた〉（原谷，佐々
木，2016）．入居者を日常的に支援する介護職員は，入
居者の思いを理解し，看取りに関わることを推測してい
た（原谷ら，2016；佐々木，原谷，2016；佐々木，合田，
髙橋，2019；杉本，柏木，2021；戸谷，梨木，吉田，内田，
2020）．そして，訪問看護師や外来看護師が関わること
で，入居者の意思決定支援につながり（山路，飯田，齋藤，
2021；橋野，2018），教育的関わりができたことで，〈介
護職員やケアマネジャーはサービス提供時間以外にもコ
ミュニケーションを多く取るようにしていた〉（橋野，
2018）．また，サ高住での看取りを行うためには，地域
の医療機関の連携とサ高住の開設経過年数の影響があっ
た（Sugimoto, Ogata, Kashiwagi, Ueno, Yumoto, Yonekura, 
2021）．
　そして，〈介護職員は，入居者に最期まで “一人じゃ
ない ”と思える人とのつながりを維持・創出していた〉
り，〈介護職員は，入居者に対し，希望を定期的に聞く
ことで死を意識させないように，普段の生活における入
居者の言動から希望を把握していた〉（杉本ら，2021）． 
　このカテゴリーの構成要素には，「最期の場所という
思い」「これまでの生活との訣別」という高齢者の持つ
要素があった．そして，「看取り」「意思決定支援」「コミュ
ニケーション」「人とのつながり」という支援と，これ
に関わる「医師」「外来看護師」「訪問看護師」「介護職員」
「サ高住の開設経過年数」という要素があった．
２．【新たな生活の場でも自分らしくいたい】
　入居者は，今までの生活習慣のまま新たな住まいであ
るサ高住へ入居する（東海林，蓮野 , 阿部，2020）．そして，
〈入居者は，みんなに支えられて生きていると感じ，自
分の命が残り少ないと感じる中，今を一生懸命に生きて
いこうとしていた〉（伊藤，沖中，2018）．
　〈入居者は，住み慣れた自宅で生活したい，自宅の整
理をして子どもたちに迷惑をかけたくないという思いが
あった〉．入居者自身がかつての住まいで守ってきた家
庭内役割を喪失しないように，外泊という手段が選択さ
れていた．このために，理学療法士や介護職員は外出時
の活動性を維持・促進する支援を行っていた．そして外
泊時のサ高住で支援ができない部分は，家族の協力を得
られることで解決していた（今井，中森，木ノ下，山村，
2020）．
　また，〈入居者は，趣味活動の再開やレクや手芸教室
で指導者として教える役割を獲得したことで，サ高住で

の生活スタイルが変化し，意欲的になり他者との交流機
会が増えた〉（五十嵐，川上，諏訪，川北，2019）．〈入
居者は，これまでの人生経験が今の自分の支えになって
いると感じ，他者のために今の自分にできることがした
いと思っていた〉（伊藤ら，2018）
　〈入居者は，自立して生きていきたいと感じており，
サ高住で一人で暮らす上での身の安全と健康への安心の
確保を考えていた〉（伊藤ら，2018）．訪問看護による遠
隔看護システムの導入は，〈入居者は，医療との連携を
感じることで看護師に親密さを感じ安心を得ていた〉．
さらに，看護師と介護職員の教育的関わりから，介護職
員も症状を把握できるようになり入居者は安心して自分
らしく過ごしていた（菊地，照井 , 鹿内 , 福田 , 柿山 , スー
ディ神崎 ，2016）．
　このカテゴリーの構成要素には，「健康」「役割」「慣
れた自宅で使用していた物」「これまでの人生経験」「生
活スタイルの変化」という高齢者が持つ要素があった．
そして，「外泊」「訪問リハビリ」「趣味活動」「他者との
交流」「医療との連携」という支援と，それに関わる「理
学療法士」「作業療法士」「介護職員」「訪問看護師」「家
族」という要素があった．
３．【今までの生活を取り戻したい】
　作業療法士や理学療法士は活動性を向上させる支援を
行っていた．そして，入院時よりサ高住での生活を見越
して関わっていた（中村，喜多，須藤，2022）．
　比較的自立した入居者にとって歩くことは生活する上
で必要だった．自宅の環境では移動動作が困難になり歩
行機能が低下していたが，サ高住のバリアフリーという
機能や，介護職員など支援者の存在により，〈自宅と比
較してサ高住に退所した利用者の方が移動能力が高い〉
（洞口，柳瀬，法山，宮原，2021），〈自立度が高い入居
者ほど QOLも高い〉（加藤，小池，増田，青田，2018）
状況があった．
　このカテゴリーの構成要素には，「環境の変化」「QOL」
「移動能力」という高齢者が持つ要素があった．そして，
「歩行訓練」「不安の解消」という支援と，それに関わる「ケ
アマネジャー」「介護職員」「家族」という要素があった．
４．【食事や栄養に関する心配事・困りごとを解決したい】
　〈管理栄養士は，入居者の毎日の食事で栄養改善をは
かるとともに，入居者が興味をつように故郷の名物料理
も取り入れて，家族を巻き込み，食事を楽しむ時間を
作っていた〉（阿部ら，2019）というように，食事に楽
しみを持つことも支援には欠かせなかった．このために，
食事をどこで行うかということや（細山田，2018），咀
嚼機能を評価する（Tanaka J，Mukai, Kakudo, Tanaka M，
2015）ことも解決するための支援につながっていた．
　このカテゴリーには，「食欲」「食事の楽しみ」「咬合
支持」「嚥下機能」という高齢者が持つ要素があった．
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そして，「栄養改善」「薬の調整」「食事の提供場所」と
いう支援と，それに関わる「管理栄養士」「薬剤師」「家
族」という構成要素が見られた．
５．【自分の意思で選択しながら自由に暮らしたい】
　まず，入居するサ高住を選択することが，大きく影響
していた．この選択には，自分の望む生活や環境，また
家族との兼ね合いが関係していた（馬場，2016；馬場，
2020；佐藤，2016）．そして，暮らしには人との付き合
いや相互扶助的な行為が関連していた（馬場，2020；
2016）．また，暮らしの中で自由に嗜好を楽しむことで，
過去を思い出す時間になり，リラックス効果も得られて
いた（藤原，森川，2021）．
　このカテゴリーには，「楽しみ」「自己実現欲求」「生
活スタイル」という高齢者が持つ要素があった．そして，
「安心」「相互扶助」「コミュニケーション」という支援，
それに関する「住宅設備」や「生活サポート」「緊急時対応」
という要素があった．
６．【親子で安心した生活を送りたい】
　高齢者が介護を行うことに不安がある場合，〈住み慣
れた地域で暮らしを継続するために親子でサ高住への
入居することが高齢なため介護に不安を抱える母親へ
の支援となった〉．また，家族が安心できるように入居
後の生活の不安を取り除く支援が行われていた（富田，
2022）．
　このカテゴリーには，「高齢な親が子を介護する」と
いう高齢者の持つ要素があった．そして，「不安への支援」
とそれに関わる「介護職員」という要素があった．

Ⅳ．考　察
　サ高住に入居する高齢者の支援ニーズとその構成要素
を明らかにするために，スコーピングレビューを行った．
その結果，【最期までサ高住で過ごしたい】【新たな生活
の場でも自分らしくいたい】【今までの生活を取り戻し
たい】【食事や栄養に関する心配事・困りごとを解決し
たい】【自分の意思で選択しながら自由に暮らしたい】【親
子で安心した生活を送りたい】というサ高住に入居する
高齢者が持つ 6つのニーズが明らかになった．これらの
支援ニーズの構成要素には，まず，高齢者が持つ要素と
して，①最期の場所という思い，②これまでの生活との
訣別，③健康，④役割，⑤慣れた自宅で使用していた物，
⑥これまでの人生経験，⑦生活スタイルの変化，⑧環境
の変化，⑨ QOL，⑩移動能力，⑪食欲，⑫食事の楽しみ，
⑬咬合支持，⑭嚥下機能，⑮楽しみ，⑯自己実現欲求，
⑰生活スタイル，⑱高齢な親が子を介護するがあった．
　そしてそれを支援する要素として，①看取り，②意思
決定支援，③コミュニケーション，④人とのつながり，

⑤外泊，⑥訪問リハビリ，⑦趣味活動，⑧他者との交流，
⑨医療との連携，⑩歩行訓練，⑪不安の解消，⑫栄養改
善，⑬薬の調整，⑭食事の提供場所，⑮安心，⑯相互扶
助，⑰不安への支援があった．
　これに関連する職種・環境として，①医師，②外来看
護師，③訪問看護師，④介護職員，⑤理学療法士，⑥作
業療法士，⑦ケアマネジャー，⑧管理栄養士，⑨薬剤師，
⑩家族，⑪施設の開設経過年数，⑫住宅設備，⑬生活サ
ポート，⑭緊急時対応があった．
　原谷ら（2016）は，入居者がサ高住で生きる覚悟を決
めることは，家族との現実に向き合い，扶養意識の社会
的変化を受け入れる終末に向けた準備性の具体的な第一
歩である述べている．サ高住へ入居する高齢者は最期ま
で過ごす住まいとしてこれまでの生活と訣別して新たな
住まいを選択していると推察しながら関わることが重要
である．また，医師や看護師が常駐していないサ高住で
看取りを行うためには，地域の医療機関の医師や看護師，
訪問看護師との協働が欠かせない．看取りのための連携
体制を構築することが【最期までサ高住で過ごしたい】
高齢者の安心につながると考えられる．
　サ高住で，高齢者は新しい住まいでのライフスタイル
に希望を持っており，それを確立しようとしている．小
野（2008）は，「高齢者が自己の価値観や過去を拠りど
ころとして現実検討し，自己の可能性を見出し，それを
基盤に自己の目指す生き方を自分自身で選択・決定して
行動化し，生き生きとした生活を送れている」と述べて
いる．このため，【新たな生活の場でも自分らしくいた
い】【今までの生活を取り戻したい】【自分の意思で選択
しながら自由に暮らしたい】を支援し促進する関わりが
重要となってくる．そして，【食事や栄養に関する心配事・
困りごとを解決したい】ため，専門職が関わることは栄
養改善につながり，健康維持ができる．このように，高
齢者の心配事や困りごとに合わせたチームづくりを介護
職員と地域の多職種で構築することが，高齢者のサ高住
での生活を継続することにもつながると考えられる．
　今回の結果では，支援者の構成要素に家族も見出せた．
サ高住で高齢者が生き生きとした生活を送り最期まで過
ごすには，介護職員や医療職だけでなく，家族との関わ
りも必要であることが明らかになった．
　最後に，家族の多様化に伴い，子が親を介護するばか
りではなくなっている．本研究でも【親子で安心した生
活を送りたい】という，高齢な親が介護するためにサ高
住に一緒に入居して，支援を受けるという結果があった．
このように，多様な家族の在り方に対応できることもサ
高住のメリットになると推察する．
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Ⅴ．結　論
　サ高住に入居する高齢者は自立した生活をできるだけ
長く継続できるよう，【新たな生活の場でも自分らしく
いたい】【今までの生活を取り戻したい】【食事や栄養に
関する心配事・困りごとを解決したい】というような支
援ニーズがあった．このため，高齢者は今までの人間関
係や家から離れ，【最期までサ高住で過ごしたい】【自分
の意思で選択しながら自由に暮らしたい】【親子で安心
した生活を送りたい】という選択から新しい生活の構築
を目指していた．
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